
９月議会開催 
 ９月定例議会が９月８日か

ら 17 日間にわたり開催されま

した。20 名の議員が一般質問

を行った他、一般会計補正予算

案や地方自治法の改正に伴う

関係条例の整備を行う条例案

などの審議を行いました。また

契約関係では、資源化センター

3 号炉施設整備として 3 億 9 千

万円、牛川小学校用運動場用地

７千８百平米の取得の６億６

千万円などが承認されました。 
 この他、豊橋市公営企業会計

に関する決算審査も行われ、水

道事業、下水道事業、病院事業

の 19 年度決算が認定されまし

た。病院事業は医師不足による

一部診療科の休止などもあり

５億８千万円の赤字。水道事業

は、鉛給水管の取替え事業が前

年までに終了し修繕費が大幅

に減少したことから、７年ぶり

の黒字１億９千万円。下水道事

業は水洗化戸数の増加等によ

る収入増、企業債支払利息減少

などの支出減等により、２億４千万円の黒字。 
 また昨年制定された地方公共団体の財政健全化法に

基づき、一般会計に特別会計と公営事業会計を加えた連

結決算状況、地方債残高や第三セクターの負債などの将

来負担見込み額などについての指標が示されましたが、

豊橋市は基準値以内であると報告されました。 
※以下に、９月議会での豊田一雄の発言要旨を記します。 
 

広域合併での問題先送り姿勢を指摘 
 一般質問では「東三河地域の広域合併

に向けた取り組み」と「新型インフルエ

ンザ対策」の２点を質しました。 
 早川市長は東三河広域合併についてず

っと二段階合併論を主張してきました。

そして、今年の１月に豊川市が御津町と音羽町を合併し

た際に、「これで第一段階は終わった」と発言していま

す。一方、東三河の 9 市町村で構成する東三河広域協議

会では、「広域合併・道州制研究会」を平成 19 年７月に

設置し、今年３月に中間報告を出しました。８月末には

最終報告を出すとされていましたが、9 月末現在でまだ

報告は出されていません。そこで、中間報告の内容など

について聞きました。 
 質問に先立っては、平成 19 年５月 30 日付け地方分権

改革推進委員会の報告で、基礎自治体体制の充実強化の

目的を「真の民主主義の確立と確かな持続可能性を備え

た社会の実現」としていること、この持続可能性に大き

な影響を及ぼすものとして、7 月４日に閣議決定された

国土形成計画では、「本格的な人口減少社会の到来や急

速な高齢化の進展など経済社会情勢の大転換、安全・安

心、地球環境、美しさや文化に対する国民意識の高まり」

などがあげられていることを示しました。 
 これに対する企画部長の答弁は、「この研究は、東三
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河の全9市町村によって構成される東三河広域協議会の

共同事業として行っている」、だからその構成団体であ

る東三河９市町村の合併を検討したという趣旨のもの

でした。なぜ広域合併が必要かという質問に対しても、

今回は仮に広域合併という手段を選択した場合、東三河

にとってどのような意義やメリットがあるのかを研究

した、という答弁でした。地方分権の進展などの大きな

状況変化を見通し、これに対応し得る基礎自治体のある

べき姿を十分に考えてきたとは思えないものでした。考

えるための時間は10年以上あったにも関わらず、です。

常々、早川市長は市民の盛り上がりがなければ合併はで

きないとも言われてきました。そこで、市民が的確に判

断できるように、情報提供をどのように進めて行くのか

具体的な考えを聞きました。これに対する答弁も、「検

討を進めていく中で、それぞれの段階に応じた情報発信

に努めていきたい」という抽象的なものでした。いずれ

も東三河の第一段階の合併が進む中で、第二段階はどう

あるべきかを考え尽くしたものとは思えないものです。 
 このようなことから、早川市長の二段階合併論は問題

を先送りするための詭弁だったのではないかというこ

と、問題先送りは豊橋市民や東三河地域住民に大きな機

会損失を与える恐れがあることなどを指摘しました。 
 

早急な新型インフルエンザ対策確立を 
 鳥インフルエンザ H5N1 ウイルスが変異し、ヒトから

ヒトへと感染する新型インフルエンザとして世界規模

の爆発的大流行（パンデミック）がいつ起こっても不思

議ではない状態にあり、その発生が危惧されています。

人類は免疫を持っていないことから、罹患率、致死率も

高くなることが予想され、国民の生命・健康・経済活動

など社会全体に大きな影響を及ぼす、と専門家は指摘し

ています。海外で新型インフルエンザが発生した場合の

対策は、検疫所での水際対策、国内対策の二つが基本戦

略とされています。そこで、国内においては大流行をい

かに封じ込めるのか、はたして豊橋市では封じ込めが可

能なのか、大流行となった場合にはどうするのか、その

対応方法と準備の進捗状況などについて質問しました。 
 福祉保健部長の答弁では、人口密度が低く、交通量の

少ない地域、離島・山間地域など自然障壁等により交通

遮断が比較的容易な地域では封じ込めが可能かもしれ

ないが、豊橋市においては難しいとのことでした。つま

り、検疫所での水際対策が破られたら、豊橋市だけが爆

発的流行を免れることは考えられないということです。 
 さらに答弁によれば、国・県においては、内閣総理大

臣・知事を本部長とする「新型インフルエンザ対策本部」

を設置し、「新型インフルエンザ対策行動計画」を策定・

公表しています。本市においては、平成 18 年 1 月に保

健所長を長とする「豊橋市新型インフルエンザ対策連絡

会議（7 部 18 課）」を設置し、連絡会議の構成員などを

対象に新型インフルエンザ研修会と防護服の着脱訓練

を市民病院において実施しているとのことでした。 
 爆発的大流行の被害を小さく抑えるには、医療機関の

崩壊を防ぐこと、即ち医療従事者への感染が防御できる

かどうかにかかっていると言われています。また、人と

人との接触をできるだけ抑えるための外出自粛措置や

事業活動の休止・在宅勤務などが長期に及ぶ可能性があ

ります。そこで、長期の外出自粛措置に伴う影響など社

会機能の維持に対する備えなどを研究・準備する必要を

訴えました。ライフラインや治安などの社会機能の維持

ということまでが課題となるのであれば、市全体あるい

は東三河全体の危機管理として、防災対策と同等の、さ

らに、日本のどこからも救援が来ないということからい

えば、防災対策以上の体制強化を図る必要があることを

指摘し、早急な対応策の確立を求めました。 

清志会ニュース 
○９月議会の一般質問 

 清志会からは以下の７名が一般質問を行いました。 
・前田 浩伸 議員 

1. 本市の防災対策について 
2. 食料自給率の向上に向けた諸施策の推進について 
3. 障害者雇用における「ソーシャル・ファーム」につ

いて 
・岩瀬 篤 議員 

1. 国際交流事業における都市間の提携について 
2. 芸術文化交流施設について 

・杉浦 正和 議員 
1. 本市の協働の現状認識と対応について 
2. 本市の情報格差について 

・坂柳 泰光 議員 
1. 新たな市政運営に向けての政策課題と行財政見通

しについて 
2. 三河港の整備について 

・久保田 正 議員 
1. 東三河地域の広域連携が進められる中で建設され

る設楽ダムと豊橋市の役割について 
2. 豊橋市の新たな時代にふさわしい景観像と豊橋ら

しい景観形成について 
・豊田 一雄 議員（前述の通り） 
・根本 幸典議員 

1. 本市の教育の現状と課題について 
2. 本市の医療の現状と課題について 
 

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

お知らせ 
※豊田一雄市政懇談会を行います。市政について語り合

う機会にしたいと思います。気軽にご参加ください。 
☆ 日時：11 月 15 日(土)午後 7 時～9 時 
☆ 場所：東陽地区市民館 

※出前市政懇談会：3 人以上の方が集まっていただけれ

ば、都合のつく限り市内のどこにでも出かけます。おも

て面上段の連絡先へご一報ください。 


